
    

有中校歌 LOVE  ！ 

校長 新田  薫  

 有明中の校歌を初めて耳にしたときの印象は，「カッコ

イイ！」です。甲子園で流されるような曲調で，重厚であ

りながらリズミカル。歌詞に美しい自然，この地を拓いた

先人の偉業，未来を目指す生徒の姿などが織り込まれ，そ

の情景が浮かんできます。生徒もこの校歌が大好きです。 

 学校創立は昭和 22 年の西志布志村立西志布志第一中学

校にさかのぼります。昭和 33 年に有明中学校に改称し，

現在の校歌は昭和 36 年に制定されています。以来 50 年以

上，先輩から後輩へと脈々と歌い継がれているのです。親

子で，あるいは孫の世代まで 3 代にわたって校歌のリレー

をされているところもあるかもしれません。職員も生徒も

いつか有明中を離れますが，皆，校歌で迎えられ，校歌で

送られるのです。同じ時間を過ごした記憶は，校歌ととも

にあります。私も，母校の小学校や中学校の校歌は教室の

風景とともに今でも覚えています。 

 校歌を歌うのは，毎学期の始業式，終業式，体育大会，

入学式，卒業式，離任式の年間たったの 10 回です。私た

ちの校歌を 1 年生には早く覚えてもらいたいし，上級生に

は，大きな声で胸を張って歌ってもらいたいと思います。

また，保護者の皆さんも，行事の際には，子どもたちと一

緒に歌いにおいでください。 
 
 

 
有明中学校 

公孫樹（シンボルツリーいちょう） 

平成２８年９月１日 
 

～○あ いさつ ○り っし ○あ そび ○け んこう～ 

９月行事予定 

１日（木）始業式 

２日（金）３年実力テスト 子ども貯金日 
４日（日）第２回ＰＴＡ美化作業 
６日（火）学びの広場  （１８：３０～ 図書室） 

（どなた様も参加できます。裏に内容） 
     ＰＴＡ理事会（１９：３０～ 図書室） 

１０日（土）志布志高校体育祭 
１１日（日）尚志館高校体育祭 
１４日（水）体育大会予行  
１６日（金）体育大会準備 
１８日（日）第７０回体育大会（雨天順延） 
１９日（月）敬老の日 
２２日（木）秋分の日 
２３日（金）振替休日 
２５日（日）通山小学校運動会，祝敬老ふれあい元気祭り 
２９日（木）地区駅伝大会 

夏真っ盛り 流した汗だけ上手くなる 

 

夏は腰を据えて，部活動練習に取り組めます。大会や，
練習試合，自分の得意分野を伸ばし，好きなことが思い
っきりやれる最適な時期です。いくつかの部活動の様子
を見にいきました。しっかり挨拶ができる部活動生は，
気持ちのいいものです。部活動の神様はしっかり見てい
ます。暑い夏頑張った人（チーム）に，涼しくなった秋
には力となっていくことでしょう。 
「勝つことよりも人間づくり」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オアシス運動 ７月５日

 

子供の活字離れが危惧される中，市立図書館では南日本
新聞社と連携し，夏休み特別講座として本好きな子供を育
むために新聞を教材に行われました。 

本校からＭさん（３年）Ａ君（以下２年），Ｗ君，Ｉさ
んさん，Ｙさん，Ｔさんさん，Ｎさん，本田奈那さん，大
塚早姫さんが参加しました。 

とてもいい経験をしました。今後，学級新聞や生徒会新
聞を作成するときにきっと役に立つと思います。 

 

 おめでとう！               ○は学年 
［曽於地区少年軟式野球新人大会］ 

第２位 有明・伊﨑田中学校 

［九州・全国中学校剣道総合体育大会］       

Ｆ君③（九州ベスト８ 全国初戦勝利，２回戦惜敗） 

［第２７回ＫＫＢ硬筆コンクール］ 

銀賞 Ｅさん① Ｓさん① Ｓさん① Ｎさん① 

     Ｔさん③ Ｔさん③ Ｏさん③ 

銅賞 Ｆさん① 

［英検］ 

準２級 Ｔさん③  ３級 Ｍ君③ 

５級 Ｓさん①  

［漢検］ 
３級 Ｋさん③ Ｔさん③ Ｎ君① 
４級  Ａさん② Ｔさん② Ｙさん② 

可能性を広げる 

校長 新田 薫 

 例年にない猛暑続きの夏でしたが，その暑さを吹き飛ばすリオ

デジャネイロオリンピックでの日本人選手の大活躍でした。体操

や水泳，卓球など多くの名場面がありましたが，個人的に印象的

だったのが陸上女子 5000M の上原美幸選手の走りです。世界の

強豪相手に果敢に攻めの走りを見せてくれました。手持ちタイム

を見れば，入賞も，ましてやメダル争いにも絡めないということ

は予想されました。それでもスタート直後から跳び出してレース

を作っていきました。途中でつぶれたっていいではないか，それ

が若さの特権です。若さで限界に挑戦する姿が観る者を勇気づけ

てくれました。 

 そこで思い出したのが，ノミの実験の話です。ノミという虫は

５０センチも１メートルもジャンプする能力を備えた虫だそう

です。ノミの体長は１ミリ～３ミリぐらいですから，人間に置き

換えると大変なことになります。高跳びや幅跳びでは金メダルを

まとめてさらっていってしまいそうです。 

 そんなノミを高さ３０センチの箱の中に入れるとどうなるか。

ノミは，ジャンプする度に３０センチ上の天井に思いっきりぶつ

かります。ジャンプを何回も繰り返していると，次第に３０セン

チしかジャンプできなくなるそうです。そして箱のふたを取った

後も，３０センチしかジャンプしなくなります。いつの間にか自

分で限界を作ってしまっているのです。 

 人間の世界も同じです。スポーツでも勉強でも自分で「ここま

でしかできない」と限界を決めてしまうと，そこから抜け出すこ

とができなくなります。そう思い込んでいるのは自分だけかもし

れません。「本当にそこまでやりきったのか」，と自問すること

も必要です。必死に立ち向かった先に新たな地平が拓けます。 

 ２学期が始まりました。体育大会，文化祭，生徒会役員改選，

修学旅行など行事が目白押しです。保護者の皆さまには何かとお

力添えをお願いしたいと思います。学校にも是非おいでいただき

応援してください。子どもたちには，「やりきった」という経験

を通して，可能性を広げさせたいものです。 

サ ッ カ

南日本新聞 よむのび教室 ８月４日（木） 

夏休み自主学習会 図書室 

 ＰＴＡ活動の一環として行われます。
お忙しい中ありがとうございます。次は
９月６日です。 
「いつでも どこでも だれにでも 笑顔であいさつ」 

陸上 ソフトテニ

野球 バ レ

 志学教室，夏休み学習会に参加
している人もいます。毎日図書室
で頑張った人もいました。とても
感心です。 

 
 
※ 拡大すると完全に顔がわかる写真だったため， 

空欄と置き換えてあります。 
※ 拡大すると完全

に顔がわかる写真

だったため，空欄

と置き換えてあり

ます。 


